
助
成
対
象

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
負
担
金
（
Ｃ
Ｎ

Ｓ
２
万
円
・
佐
渡
テ
レ
ビ
２
万
１
千
円
）

の
う
ち
、
１
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

　
次
の
⑴
お
よ
び
⑵
の
条
件
を
満
た
す
方

⑴
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
地
上
ア
ナ
ロ

グ
放
送
停
波
（
平
成
23
年
７
月
24
日
予

定
）
ま
で
の
間
に
加
入
申
し
込
み
を
し

て
、
加
入
負
担
金
を
入
金
さ
れ
た
方

⑵
佐
渡
市
に
住
所
を
有
す
る
市
民
税
非
課

税
世
帯
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

①
65
歳
以
上
の
み
の
世
帯

②
ひ
と
り
親
世
帯
（
18
歳
ま
で
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
）

③
身
体
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が

同
居
し
て
い
る
世
帯

④
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
同
居
し
て
い

る
世
帯

⑤
精
神
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
同

居
し
て
い
る
世
帯

今
後
の
手
続
き

　
対
象
者
の
条
件
⑴
を
満
た
す
方
で
市
民
税

非
課
税
世
帯
に
申
請
書
類
を
郵
送
し
ま
す
。

条
件
⑵
の
①
か
ら
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
、
情
報
セ
ン
タ
ー
室
（
真
野
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
３
階
）
ま
た
は
最
寄
り

の
市
役
所
、
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
地
域
振
興
課
情
報
セ
ン
タ
ー
室

施
設
管
理
係
　
☎
51
―
２
０
３
０

第
４
回
ト
キ
放
鳥

　
３
月
10
日
か
ら
、
野
生
復
帰
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
順
化
ケ
ー
ジ
に
お
い
て
、
オ
ス
10
羽
、

メ
ス
８
羽
の
ト
キ
が
放
鳥
さ
れ
ま
し
た
。

　
通
算
４
回
目
の
放
鳥
で
、
初
め
て
の
春
放

鳥
と
な
り
ま
す
。
３
月
に
入
れ
ば
積
雪
は
少

な
く
な
り
十
分
に
餌
が
取
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
、
ま
た
放
鳥
後
に
野
外
で
巣
を
作
り

繁
殖
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
等
の
理
由
か

ら
放
鳥
時
期
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ト
キ
目
撃
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
順
化
ケ
ー
ジ
か
ら
飛
翔
し
た
ト
キ
は
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
チ
ー
ム
が
追
跡
を
続
け
て
い

ま
す
が
、
放
鳥
直
後
は
普
段
ト
キ
が
見
ら

れ
な
い
場
所
で
行
動
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
地
域
の
方
々
か
ら
の
目
撃
情
報
が
特

に
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ト
キ
を
見
か
け
た
ら
佐
渡
市
ト
キ
交
流

会
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ト
キ
目
撃
情
報
連
絡
先
　

佐
渡
市
ト
キ
交
流
会
館

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
０
１
２
０
―
９
８
０
―
５
５
１

　
　（
受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
24
―
６
０
４
１
（
24
時
間
受
付
）

　
住
所
　
〒
９
５
２
―
０
１
０
３
　

　
　
佐
渡
市
新
穂
潟
上
１
１
０
１
―
１

ト
キ
の
繁
殖
期
間
は
観
察
を
控
え
ま
し
ょ
う

　
３
月
か
ら
６
月
は
ト
キ
の
繁
殖
期
で
す
。

繁
殖
期
は
、
種
（
し
ゅ
）
に
と
っ
て
、
世
代

交
代
を
し
、
命
を
つ
な
ぐ
一
番
大
事
な
時
で

す
。
ト
キ
は
人
が
近
づ
く
こ
と
で
、
営
巣

（
巣
づ
く
り
や
子
育
て
）
を
や
め
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
繁
殖
期
間
中
は
、
ト
キ

の
営
巣
場
所
付
近
へ
の
立
ち
入
り
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

繁
殖
が
成
功

す
れ
ば
、
夏

に
は
ト
キ
の

親
子
が
佐
渡

の
空
を
羽
ば

た
き
ま
す
。

トキとの共生ルール
①優しく静かに見守りましょう。
②トキに餌づけをしないようにしまし
ょう。

③トキを観察するときは地域に迷惑を
かけないようにしましょう。

④繁殖期間は、トキの巣に近づかない
ようにしましょう。

　　ただし、農林業等に従事されてい
る方は、田んぼ等で作業中にトキ
が近くにいても特別な配慮は必要
ありません。

　カタクリなど佐渡の山野草は、

見る人の心をなごませる貴重な資

源です。

　この貴重な植物を大切に守り、

美しい佐渡の自然をいつまでも残

すため、市で委嘱した佐渡市自然

保護巡視員が巡視を行なっていま

す。皆さんのご協力をお願いしま

す。

　―法律による規制―　自然公園
法、森林法等で、自然に生息する

植物の採取は規制されています。

無断で山野草などを採取した場合

は、処罰されることがあります。

　市役所環境対策課　環境企画係

　☎63－3113

佐渡市自然保護巡視員が
活動しています

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

77

市
で
は
高
齢
者
の
方
な
ど
に

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
負
担
金
を
助
成
し
ま
す
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佐
渡
の
南
に
位
置
す
る
小
木
中
学
校

は
、
矢
島
・
経
島
、
宿
根
木
、
た
ら
い

舟
、
蓮
華
峰
寺
等
の
豊
か
な
自
然
と
素

晴
ら
し
い
観
光
・
名
所
が
校
区
内
に
あ

る
学
校
で
す
。

　
当
校
は
、
こ
の
恵
ま
れ
た
地
域
資
源

を
生
か
し
、
８
年
前
か
ら
「
宿
根
木
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
の
目
的
は
、
「
ふ
る
さ
と

を
愛
す
る
心
の
育
成
」
が
大
き
な
柱
と

な
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
活
動
と
し

て
は
、
毎
年
６
月
に
ガ
イ
ド
す
る
た
め

の
部
員
を
募
集
し
ま
す
。
昨
年
度
は
、

全
校
生
徒
の
半
数
以
上
が
応
募
し
ま
し

た
。
７
月
に
事
前
学
習
会
と
現
地
学
習
会

を
行
い
ま
す
。

地
元
の
宿
根
木

を
愛
す
る
会
の

方
々
と
連
携
を

し
て
学
習
会
を

進
め
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、

夏
休
み
の
土
日

と
ア
ー
ス
セ
レ

ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
日
に
活
動
を
行
い
ま
す
（
昨
年
度
は
10

日
間
行
い
、
１
３
６
８
名
の
観
光
客
を
ガ

イ
ド
し
ま
し
た
）
。

　
こ
の
活
動
を
通
し
ガ
イ
ド
し
た
子
ど
も

た
ち
は
、
観
光
客
か
ら
の
温
か
い
励
ま
し

や
ガ
イ
ド
の
大
変
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
活
動
が
毎
年
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
・
雑
誌
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
り
、
昨
年
度
は
、
国
土
交
通
省
の
「
手

づ
く
り
郷
土
賞
」
に
認
定
さ
れ
る
な
ど
、

全
校
生
徒
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
切
さ
」

や
「
小
木
（
佐
渡
）
の
素
晴
ら
し
さ
を
再

発
見
す
る
機
会
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
活
動
を
通
し

て
、
当
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
「
歴
史

や
文
化
の
ふ
る
さ
と
佐
渡
に
誇
り
を
も
っ

て
生
き
て
ほ
し
い
」
と
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
思
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
今
後
も

生
徒
が
主
体
と
な
る
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
両
津
支
所
内
）
　
☎
23
―
４
８
９
８

呼び込みをする生徒

ガイド活動中の生徒

　
新
潟
県
で
は
越
後
杉
を
使
っ
た
住
宅
の

建
築
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

●
住
居
の
た
め
の
新
築
・
増
改
築
・
リ
フ

ォ
ー
ム
が
対
象
で
す
。

●
条
件
が
あ
り
ま
す
（
以
下
の
条
件
を
全

て
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
）

①
平
成
23
年
３
月
１
日
以
降
に
越
後
杉
を

納
入
し
た
住
宅

②
越
後
杉
を
１
㎡
当
た
り
０
．
０
９
㎥
以

上
使
用
す
る
こ
と

③
産
地
の
明
ら
か
な
木
材
を
全
木
材
使
用

量
の
２
分
の
１
以
上
使
用
す
る
こ
と

●
募
集
棟
数
は
全
県
で
８
０
０
棟
で
す

（
先
着
順
）
。

●
使
用
す
る
木
材
の
量
に
応
じ
て
10
万
円

〜
40
万
円
助
成
。

●
次
の
条
件
に
該
当
す
る
と
10
万
円
ず
つ

加
算
さ
れ
ま
す
。

①
建
築
主
が
若
者
（
35
歳
未
満
）
ま
た
は

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
ま
た
は
農
林
水
産
業

新
規
就
業
者

②
県
産
瓦
を
使
用
し
た
場
合

●
佐
渡
産
材
を
利
用
し
た
場
合
、
佐
渡
市
の

助
成
も
併
せ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
地
域
振
興
局
農
林
水
産
振
興
部
　

林
業
振
興
課
　
☎
74
―
３
４
５
０

「
越
後
杉
」
と
は
…

　
①
新
潟
県
産
の
「
ス
ギ
」
が
原
料
で

　
②
乾
燥
し
て
お
り
狂
い
が
す
く
な
く

　
③
強
度
や
寸
法
な
ど
の
品
質
が
明
確
な

木
材
で
、
「
越
後
杉
ブ
ラ
ン
ド
認
証
工
場
」

で
生
産
し
て
い
ま
す
！

越
後
杉
で
建
て
た
家
に

　
　
10
〜
60
万
円
が
助
成
さ
れ
ま
す
！

ふ
る
さ
と
越
後
の
家
づ
く
り
事
業
の
お
知
ら
せ

佐
渡
市
立
小
木
中
学
校
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　「
い
き
い
き
学
級
」
の
１
年
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
穂
地
区
）

　
60
歳
以
上
限
定
の
こ
の
公
民
館
講
座
で

は
、
22
年
度
に
「
佐
渡
八
十
八
箇
所
め
ぐ
り
」

「
ハ
カ
マ
紙
作
り
」
「
介
護
講
話
」
「
小
学

生
と
の
交
流
会
」「
栄
養
講
話
と
料
理
実
習
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
世
代
の
仲
間
が
集
ま

り
、
多
様
な
活
動
を
し
て
交
流
を
楽
し
み
、

皆
い
き
い
き
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
に
は
、
講
師

の
髙
野
久
恵
先
生
か

ら
、「
鮭
と
白
菜
の
あ

っ
さ
り
煮
」
な
ど
、

身
近
な
食
材
を
手
軽

に
お
い
し
く
料
理
す

る
方
法
を
学
び
ま
し

た
。
和
や
か
に
会
食

し
た
後
に
は
、
テ
レ

ビ
で
お
な
じ
み
の

「
て
っ
ぱ
ん
ダ
ン
ス
」を
踊
っ
て
愉
快
に
過

ご
し
ま
し
た
。

　
第
24
回
真
野
地
区
芸
能
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
真
野
地
区
）

　
２
月
27
日
、
真
野
ふ
る
さ
と
会
館
に
て

「
真
野
地
区
芸
能
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
真
野
中
学
校
生
に
よ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏

や
文
弥
人
形
芝
居
を
は
じ
め
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
・
音
楽
・
舞
踊
な
ど
の
芸
能
を
楽
し
ん
で

い
る
団
体
な
ど
、
12
団
体
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
出
演
団
体
の
方

に
も
実
行
委
員
と

し
て
お
手
伝
い
い

た
だ
き
、
２
０
０

名
を
超
え
る
観
客

を
前
に
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
発

表
し
ま
し
た
。

○プレジデント　○ダ・ヴィンチ　
○週刊ダイヤモンド　○正論　○和楽
○山と渓谷　○園芸ガイド　 ○ＳＵＭＡＩ　
○ひよこクラブ　○たまごクラブ
○中央公論　○ＬＥＥ　○音楽の友
○週刊朝日　○週刊新潮

中央図書館では
次の雑誌を購読します。
ご利用ください！

【舟崎文庫とは】　昭和26年、佐渡市出身の学者
で元東京帝国大学教授萩野由之さんが収集した佐
渡関係の貴重な史料約850点を手放さざるを得なく
なり、旧佐中同窓生の舟崎由之さんが18万円という
巨費を投じて買い取り、昭和28年舟崎さんの母校で
ある佐渡高等学校同窓会に寄贈したものです。

プロフィール　　１９４５年、東京
生まれ。作家・絵本作家のほかに翻
訳家、画家など幅広い活動をしてい
ます。現在は白百合女子大学教授。
ファンタジーの領域に属したナンセ
ンスの遊びの精神と博物学的造詣
に裏づけられた作品『ほっぺん先
生』シリーズを発表。『ほっぺん先生
と帰らずの沼』で赤い鳥文学賞を受
賞。成長していく少年の内面を描き
出した作風の異なった『雨の日の動
物園』は国際アンデルセン賞優良作
品賞、サンケイ児童出版文化賞など
たくさんの賞を受賞しています。

　舟崎克彦さんは、佐渡高校に所蔵している「舟崎文庫」の舟
崎由之さんのお孫さんです。そのことがご縁となり、佐渡市立中
央図書館に舟崎克彦さんの絵本・児童文学・エッセー等たくさ
んのご著書を寄贈していただきました。
　舟崎克彦コーナーを設けてありますので、ぜひご覧ください。
　もちろん貸し出しもいたします。

寄贈図書
『月光のコパン』『舟崎克彦エッセー集作家の昼下がり』
『ハナカミ王子とソバカス姫』『チクチクのおばけりょこう』
『なぞのマメずきん』『ぷっちんとちゃッぷん』
『おめでとう』『はらだちごんべ』『るすばんおばけ』
『もぐらのムックリ』ほか多数

平成23年度
アミューズメント合唱団 会員募集
　あなたもアミューズメント合唱団で
　　　　　　　　歌ってみませんか！

講師　飯野淳也先生（元東邦音大教授）
ヴォイストレーナー
　田上薫先生（国立音大卒）

　会　場　アミューズメント佐渡
　年会費　２万円（分割もできます。）
　練習日　月４回程度

申込み・お問い合わせ
アミューズメント佐渡　☎52―2001

よし ひこ

BOOKBOOKBOOK

図書館だより

教育委員会社会教育課
☎27－4170
（両津支所内）

佐渡にゆかりの作家・舟崎克彦さんから
多くの絵本・児童書を寄贈していただきました
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 ご寄付ありがとうございました

●ＬＥＤ防犯灯18灯（取付工事一式含む）

　東北電力株式会社 佐渡営業所長　

　　　　　　　　　　八木沢 薫　様

　株式会社ユアテック 佐渡営業所長 　

　　　　　　　　　　金子 博文　様

学校給食に佐渡産野菜を

　3月3日、農業を営む女性の方々で構成される「農村地域生活ア

ドバイザー佐渡市連絡会」の研修会が、国仲学校給食センターで

行われました。約20人の会員が参加し、学校給食で使われる野菜

の下処理の様子や、給食づくりの現場を見学し、佐渡産野菜の出

荷拡大や使用率向上に向

けて学びました。市で

は、学校給食において地

場産物の使用を拡大する

ため、「学校給食生産組合」

の組織づくりに取り組んで

います。

倉谷の大わらじ
　３月６日、倉谷集落（真野）で、集落に飾る大わらじの掛け替

えが行われました。この大わらじには、昔、悪事をはたらこうと

この集落に入ろうとした悪人が「こんな大わらじをはく大男がい

てはかなわない」と逃げ出した、という伝説があります。わらじ

づくりは、わらを編みやすくするため機械に通して叩き、その

後、ほどけないよう力を込

めて編み始めていきます。

できあがった大わらじは、

長さ約２メートル、幅約１

メートル。集落の入り口２

か所に飾られて、温かく地

域の人々を見守りつづけま

す。

佐渡のお菓子　「しんこ」づくり
　佐渡でひなまつりに作られるお菓子「しんこ（おこし型）」づ

くりが、3月6日、泉公民館（金井）で行われました。しんこは、

赤や黄、緑などに色づけされた団子生地を花や鯛などの木型には

めて型抜きし、椿の葉に乗せ

て蒸したお菓子です。中に詰

めたあんこが飛び出したり、

型からなかなか出てこなくて

苦労する場面もありました

が、色鮮やかなしんこがたく

さんできあがりました。

佐渡鷺流狂言研究会（佐渡市竹田）
平成22年度 地域伝統文化功労者表彰受賞
　３月１日、新潟県指定無形民俗文化財の「佐渡鷺流狂

言研究会」（竹田）が、公益財団法人伝統文化活性化国

民協会から地域伝統文化功労者表彰を受賞されました。

この表彰は、同協会が伝統芸能など地域文化の振興に功

績があった個人・団体を対象に毎年度行っているもので、

本年度は全国で10人・13団体が表彰されました。

　同研究会は、存亡の危機にあった鷺流狂言を復活させ

ようと昭和56年に発足し、芸の研鑽と伝承に努める傍

ら、長年にわたり市民を対象とした「狂言講座」の開設や

真野中学校に「狂言クラブ」を設けて後継者の育成に尽

力するなどの

功績が認めら

れたものです。

おめでとうご

ざいます。

旬のあんこうに大満足
　2月27日、片野尾地区（両津）の新イベント「片野尾

あんこうまつり」が開催されました。訪れた人たちは、

あんこう汁やあんこう丼を堪能していました。また、地

場産の海産物の販売などに長蛇の列ができるなど、賑

わいをみせていま

した。芸能ステー

ジでは、片野尾歌

舞伎の名場面や、

地元住民のダンス

などが披露され、

会場は大いに盛り

上がりました。

江戸時代末期のおひなさま

あんこうの解体ショー

相川と両津でひなまつり
　3月1日～21日に「佐渡國相川ひなまつり」と「佐

渡両津のおひなさまお宝めぐり」が開催され、民家

や商店に飾られたひな人形で町は華やぎました。関

連イベントとし

て、「相川のお寺

めぐり涅槃図展」

も行われ、相川

地区の寺院が所

蔵する貴重な涅

槃図が公開され

ました。

地 域 の 話 題 を 紹 介 し ま す
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佐
渡
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
被
保
険
者
の
方
が
出
産
し
た
場
合
、
そ
の

世
帯
の
世
帯
主
に
出
産
育
児
一
時
金
と
し
て

42
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

 

出
産
に
は
高
額
な
費
用
が
必
要
に
な
り
ま

す
が
、
安
心
し
て
出
産
で
き
る
よ
う
佐
渡
市

国
保
か
ら
医
療
機
関
へ
出
産
費
用
を
直
接
支

払
う
「
直
接
支
払
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
制

度
の
ご
利
用
に
つ
い
て
は
、
出
産
さ
れ
る
医

療
機
関
等
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

な
お
、
出
産
費
用
が
出
産
育
児
一
時
金
の

42
万
円
を
超
え
た
分
は
自
己
負
担
と
な
り
、

満
た
な
い
場
合
は
差
額
分
を
後
日
支
給
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

ま
た
、
直
接
支
払
制
度
を
利
用
し
な
い
場

合
や
海
外
出
産
し
た
場
合
な
ど
は
、
出
産
費

用
を
支
払
っ
た
後
に
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
出
産
育
児
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。（
請
求
時
効
は
出
生
日
か
ら
２
年
間
で

す
。
）

　
他
の
健
康
保
険
制
度
（
協
会
け
ん
ぽ
な

ど
）
で
も
同
様
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
に
つ
い
て
は
加
入
し
て
い
る
保
険
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　

市
役
所
市
民
生
活
課
　
国
保
係
　

☎
63
―
５
１
１
２

　
佐
渡
市
で
医
療
費
を
助
成
し
て
い
る
、
そ

れ
ぞ
れ
の
受
給
者
証
様
式
が
新
し
く
な
り
ま

し
た
。

　
受
給
者
証
が
変
更
と
な
っ
て
い
る
制
度

は
、
次
の
４
制
度
で
す
。

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
（
県
子
・
単
子
）

小
学
６
年
生
ま
で
の
お
子
様
の
医
療
費
を

助
成

○
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
（
県
障
）

心
身
に
一
定
の
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
等

に
医
療
費
を
助
成

○
ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
助
成
（
県
親
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
お
よ
び
児

童
等
に
医
療
費
を
助
成

○
老
人
医
療
費
助
成
（
県
老
）

65
歳
か
ら
70
歳
の
方
で
、
常
時
ひ
と
り
暮
ら

し
の
状
態
に
あ
る
方
等
に
医
療
費
を
助
成

　
す
で
に
、
旧
様
式
（
白
い
受
給
者
証
）
を

お
持
ち
の
保
護
者
の
方
な
ど
に
郵
送
し
ま
し

た
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
受
給
者
証
は
「
水
色
」
で
、
入
院
と

通
院
の
受
給
期
間
が
記
載
さ
れ
た
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
老
人
医
療
費
助
成
を
除
く
）

　
な
お
、
旧
様
式
（
白
い
受
給
者
証
）
は
、

４
月
１
日
以
降
医
療
機
関
で
お
使
い
い
た
だ

け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　

○
県
子
・
単
子
…
市
役
所
市
民
生
活
課
健
康

推
進
室
健
康
増
進
係
　
☎
63
―
３
１
１
５

○
県
障
…
市
役
所
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
63
―
５
１
１
３

○
県
親
…
市
役
所
社
会
福
祉
課
　
子
育
て
支

援
室
子
育
て
支
援
係
　
☎
63
―
５
１
１
３

○
県
老
…
市
役
所
市
民
生
活
課
年
金
係

　
☎
63
―
５
１
１
２

有
　
料
　
広
　
告

もっと知りたい

と の講座(無料)きこえ 補聴器
日　程 地区 会　　　場 開始時間

相 川
羽 茂
畑 野
両 津

相川開発センター　　　１Ｆ小会議室
羽茂農村改善センター　１Ｆ小会議室
畑野農村改善センター　２Ｆ青年婦人室
佐渡島離島センター　　２Ｆ第一研修室

定 休 日／木・日・祝　　
営業時間／平日9：00～17：00　土曜9：00～15：00

10：30（40分程度）
14：30（40分程度）
10：00（40分程度）
14：00（40分程度）

4／ 23（土）

24（日）

※使用経験のある方もこれから補聴器を始めてみたい方も一緒に学んでみませんか？
　ご希望の方は個別対応も致します。お誘い合わせてお気軽にお越しください。

補聴器専門店 ニイガタエイド(株)佐渡店
佐渡市窪田992　TEL.0259-52-4715

有料広告募集中！　申込み・お問い合せは、市役所総務課 広報広聴係（☎63-3111）

福
　
祉
　
健
　
康

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

国
民
健
康
保
険
の

出
産
育
児
一
時
金
の
お
知
ら
せ

「
医
療
費
受
給
者
証
」

　
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

佐渡市役所
本　　庁 ☎63-3111

両津支所 ☎27-2111

相川支所 ☎74-3111

佐和田行政サービスセンター ☎57-2111

新穂行政サービスセンター ☎22-3111

畑野行政サービスセンター ☎66-3111

真野行政サービスセンター ☎55-3111

小木行政サービスセンター ☎86-3111

羽茂支所 ☎88-3111

赤泊行政サービスセンター ☎87-3111

佐渡市ホームページ　
 http://www.city.sado.ni igata.jp
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市
営
住
宅
　

◆
住
吉
住
宅
（
両
津
）

　
所
在
地
　
住
吉
１
０
５
８
番
地
２

　
規
　
格
　
木
造
２
階
建
て

　
　
　
　
（
複
層
住
戸
／
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
）

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
３
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
８
８
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
７
０
０
０
円

◆
羽
茂
住
宅
（
羽
茂
）

　※

単
身
で
の
入
居
申
し
込
み
可
能

　
所
在
地
　
羽
茂
本
郷
１
１
４
番
地

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
建
て
（
戸
建
て
）

　
　
　
　
　
２
Ｄ
Ｋ
、
平
成
20
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
８
２
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
５
９
０
０
円

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

◆
真
浦
団
地
（
赤
泊
）

　
所
在
地
　
真
浦
１
３
９
番
地
８

　
規
　
格
　
木
造
２
階
建
て
（
戸
建
て
）

　
　
　
　
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
７
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
３
万
８
０
０
０
円
（
定
額
）

　
若
者
夫
婦
向
け
賃
貸
住
宅

◆
大
野
第
２
住
宅
（
両
津
）

　
所
在
地
　
梅
津
２
２
４
４
番
地
２

　
規
　
格
　
耐
火
構
造
３
階
建
て

　
　
　
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
14
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
３
階
）

　
月
額
家
賃
　
３
万
８
０
０
０
円
（
定
額
）

申
込
方
法
　
市
役
所
建
設
課
ま
た
は
各
支
所

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担
当

窓
口
へ
、
申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
４
月
28
日
（
木
）
午
後
５
時

入
居
可
能
日
　
５
月
下
旬 ※

応
募
数
に
よ
り

　
期
間
が
延
び
る
場
合
が
あ
り
ま
す

注
意
事
項

　
入
居
に
際
し
、
次
の
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
市
内
在
住
の
連
帯
保
証
人
２
名

※

「
大
野
第
２
住
宅
」
は
１
名

○
敷
金
（
家
賃
の
３
か
月
分
）

※

事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
建
設
課
　
公
営
住
宅
担
当
窓
口

☎
63―

５
１
１
８
　
ま
た
は
各
支
所
・
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
公
営
住
宅
担
当
窓
口
へ

★
面
談
方
式
で
す
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時
　
４
月
25
日（
月
）〜
28
日（
木
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、
担

保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の
ト

ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

・
訪
問
販
売
の
解
約
、
保
証
人
、
隣
地
間
の

も
め
事
等
の
手
続
き

・
遺
言
の
方
法
と
相
続
手
続
き

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
　

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

☎
55
―
３
１
１
７

【
応
募
資
格
】

※
共
通
条
件
「
①
②
」
に
加
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
住
宅
区
分
の
条
件
に
該
当
す

る
こ
と
。

　
住
吉
住
宅「
③
④
⑤
」、
羽
茂
住
宅
「
③

⑤
」、
真
浦
団
地「
③
④
⑥
」、
大
野
第
２
住

宅「
⑦
⑧
⑨
⑩
」

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

か
、
住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、

公
租
公
課
（
市
税
な
ど
）
を
滞
納
し

て
い
な
い
こ
と

②
申
込
者
（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）

が
「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
第
２
条

第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

④
同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）

が
い
る
こ
と

⑤
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種

控
除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万

８
０
０
０
円
（
高
齢
者
世
帯
、
障
が

い
者
の
い
る
世
帯
、
小
学
校
就
学
前

の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
な
ど
は
21

万
４
０
０
０
円
）
以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種

控
除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万

８
０
０
０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円

以
下
で
あ
る
こ
と

⑦
申
込
者
と
配
偶
者
（
婚
約
者
を
含

む
）
の
満
年
齢
が
申
込
み
日
に
お
い

て
70
歳
以
下
で
あ
る
こ
と

⑧
申
込
者
と
配
偶
者
（
婚
約
者
を
含

む
）
が
同
居
す
る
こ
と

⑨
同
居
す
る
方
が
申
込
者
お
よ
び
配
偶

者
の
直
系
親
族
で
あ
る
こ
と

⑩
入
居
後
、
速
や
か
に
当
該
賃
貸
住
宅
の

所
在
地
に
住
所
を
移
転
で
き
る
こ
と

あなたの健康の秘訣は何ですか？

あなたの家族、そして地域が元気

になるための、「元気いきいき塾」

を開催します。

会場　真野ふるさと会館
時間　午前10時～午後３時
日程（予定）　5月19日（木）、6月
14日（火）、6月29日（水）、7月19日

（火）、８月26日（金）、9月16日

（金）、3月7日(水）　

申込者には、後日詳しい日程を送付します。

定員　約30名
募集受付　４月11日（月）～25日（月）

お問い合わせ　
　市役所市民生活課　

　健康推進室　☎63―3115

「元気いきいき塾」
受講生を募集します！

健康推進員養成講座

お
　
知
　
ら
　
せ

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
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平
成
22
年
分
申
告
所
得
税
、
個
人
事
業
者

の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
振
替
日
は
次

の
と
お
り
で
す
。

 

振
替
日
　

申
告
所
得
税
　
　
　
　
　
４
月
22
日
（
金
）

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
　
４
月
27
日
（
水
）

　
２
〜
３
日
前
に
は
、
預
貯
金
口
座
の
残
高

を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
預
貯
金
不
足
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
預
貯

金
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
で
き
な
い
と
、
法

定
納
期
限
の
翌
日
（
所
得
税
は
３
月
16
日
、

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
４
月
１
日
）
か

ら
納
付
の
日
ま
で
の
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
回
の
平
成
22
年
分
確
定
申
告
書

の
提
出
が
遅
れ
た
方
は
、
直
接
金
融
機
関
の

窓
口
で
の
納
税
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
（
期
限
後
の
申
告
お
よ
び

修
正
申
告
に
つ
い
て
は
、
振
替
納
税
は
で
き

ま
せ
ん
）
。

お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
税
務
署
　
管
理
運
営
・
徴
収
部
門
　

☎
74
―
３
２
７
６
（
自
動
音
声
案
内
「
２
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
）

　
も
し
家
族
や
友
人
が
目
の
前
で
突
然
倒
れ

て
し
ま
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
応
急
手
当
が
で

き
ま
す
か
？
そ
の
た
め
に
必
要
な
ち
ょ
っ
と

し
た
知
識
と
技
術
を
、
ぜ
ひ
覚
え
て
く
だ
さ

い
。

　
佐
渡
市
消
防
本
部
で
は
、
心
臓
・
呼
吸
が

止
ま
っ
た
と
き
に
行
う
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
と
い
う
機
械
を
使
っ
た
電
気
シ
ョ
ッ
ク

（
除
細
動
）
な
ど
に
つ
い
て
、
実
技
で
覚
え

て
い
た
だ
く
講
習
（
「
普
通
救
命
講
習
」
と

い
い
ま
す
）
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く

の
方
の
お
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

４
月
の
講
習

　
日
時
　
４
月
24
日
（
日
）
午
後
１
時
か
ら

　
場
所
　
あ
い
か
わ
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
定
員
　
15
名
程
度

　
申
込
期
限
　
４
月
22
日
（
金
）

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　

佐
渡
市
相
川
消
防
署
　
救
急
・
救
助
係
　

☎
74
―
３
１
２
４

アルビレックス新潟 対 ヴィッセル神戸
Jリーグディビジョン１　第９節

佐渡市在住の方 200名 ご招待！

日時　5月3日(火･祝)　午後2時試合開始

※状況により他の座席をご案内する場合があります
会場　東北電力ビッグスワンスタジアム（Sスタンド２層目自由席）

応募方法　往復ハガキの往信裏面に　①5月3日神戸　②住所　
　③氏名･年齢　④電話番号　⑤チケットの希望枚数(３枚まで)　

　⑥後援会資料請求（する･しない）を記載し、返信用表面に返信先

　　(ご自分)の住所・氏名をご記入の上、あて先に送付してください。

　※往復ハガキは各自ご用意ください。応募は１世帯につき１通限り有効です。

　　応募多数の場合は抽選となります。

応募期限　4月19日(火)　必着
受け渡し　ご招待の可否を返信用ハガキでお知らせします(4月26日(火)頃
の予定)。電話でのお問い合わせにはお答えできません。観戦当日は、

返信ハガキをご持参の上、スタジアムの「アルビレックス新潟後援会テ

ント」（Ｅゲート前広場）でチケットとお引換えください。

あて先　〒950－0954　新潟市中央区美咲町2－1－10
　　　　アルビレックス新潟後援会「試合観戦ご招待」係

お問い合わせ　アルビレックス新潟後援会 ☎025-282-0011（國井）
　　クラブの最新情報は『アルビレックス新潟携帯サイト』をご覧ください。

コチラから→

期日　5月 4日（水・祝）
場所　佐渡太鼓体験交流館、他
内容　鼓童の交流公演、他
◎第一部（入場無料）10:00 ～ 14:30
　文弥人形 虫紋座、小木語り部の会、小木三
崎カフェ、体験（クラフトづくり、刺し子）など
◎第二部（有料）15:30 ～ 16:30
　鼓童の交流公演 ※会場はHP、おしらせ版等に掲載
　料金：大人1,200円、中高校生800円、
　　　　小学生以下無料
お問い合わせ 佐渡太鼓体験交流館（たたこう館）
☎86-2320　メール info@sadotaiken.jp

たたこう館皐月まつり

お
　
知
　
ら
　
せ

平
成
22
年
分 

確
定
申
告
振
替

納
付
日
の
お
知
ら
せ

普
通
救
命
講
習
の
お
知
ら
せ
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３
月
11
日
の
議
会
の
一
般
質
問
が
終
わ
り
に
近
づ
い
た
こ
ろ
、

突
然
め
ま
い
に
も
似
た
大
き
な
揺
れ
で
、
瞬
間
皆
が
顔
を
あ
げ
て

周
り
を
見
回
し
ま
し
た
。
誰
か
の
大
声
で
の
「
議
場
の
耐
震
工
事

は
？
」
の
問
い
に
「
ま
だ
で
す
！
」
と
係
が
答
え
、
多
く
の
議
員

は
中
腰
に
な
り
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
携
帯
か
ら
た
だ
事
で
は

な
い
地
震
の
知
ら
せ
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
も
か
と
地
獄
絵
図
を
映
す
テ
レ
ビ
、
鳴
り
響
く
緊
急
地

震
通
報
、
燃
え
盛
る
家
屋
を
浮
か
べ
た
ま
ま
逃
げ
惑
う
人
々
を
容

赦
な
く
飲
み
込
ん
で
い
っ
た
黒
い
津
波
、
夢
か
こ
の
世
の
地
獄
か

と
見
入
る
映
像
が
次
に
報
じ
た
の
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
原
発

の
事
故
で
し
た
。

　
地
震
と
直
後
の
大
津
波
、
原
発
事
故
が
最
悪
の
局
面
を
迎
え
る
、

そ
ん
な
こ
と
が
日
本
で
起
こ
る
と
は
だ
れ
も
予
想
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
２
万
６
０
０
０
人
以
上
（
３
月
24
日
午
後
６
時
現
在
）
に
も

な
る
犠
牲
者
・
行
方
不
明
者
は
阪
神
大
震
災
を
は
る
か
に
上
回
り
、

被
害
総
額
で
も
史
上
最
悪
で
す
。
佐
渡
市
も
被
災
者
の
た
め
に
、

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
被
災
者
等
支
援
本
部
」
を
早
速
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
募
金
と
同
時
に
、
空
き
家
や
施
設
の
総
点
検
を
行

っ
て
、
最
大
限
の
被
災
者
引
受
け
可
能
数
を
新
潟
県
へ
申
し
出
て
、

佐
渡
汽
船
の
運
賃
と
と
も
に
、
旅
館
民
宿
へ
の
１
か
月
間
の
無
料

滞
在
も
提
案
し
て
い
ま
す
。
早
速
被
災
者
が
続
々
来
島
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
島
の
癒
し
の
中
で
一
刻
も
は
や
く
落
ち
着
き
を
取
り
戻

し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
間
、
選
抜
野
球
大
会
の
開
催
が
不
安
視
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
被
災
地
の
東
北
高
校
が
一
人
も
欠
け
る
こ
と
な
く
出
場
で
き

る
こ
と
か
ら
開
催
が
決
ま
り
、
３
月
23
日
に
は
今
ま
で
に
比
べ
て

控
え
め
な
が
ら
も
力
強
い
開
会
式
で
の
佐
渡
高
校
の
雄
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
記
事
が
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、

佐
渡
高
校
の
対
戦
結
果
も
出
て
い
ま
す
が
、
高
校
健
児
た
ち
の
活

躍
が
被
災
地
を
励
ま
し
、
勇
気
を
与
え
る
た
め
に
も
開
催
を
皆
で

喜
び
合
い
ま
し
た
。

第10回「産業振興フォーラム」開催
　去る2月20日、表参道新潟館ネスパスにおいて第10回産業
振興フォーラムが開催された。78名という多くの方々の参加
を頂いた近来にない盛会であった。
　今回は旧畑野町出身で、東映（株）取締役相談役・石川芳彰氏
を迎え、「映画産業の今昔」という内容でお話を頂いた。
　東映が、旧満鉄をルーツに持つ映画会社であること。女
優・李香蘭を起用した数々のヒット作、市川右太衛門、片岡
千恵蔵、月形龍之介、中村錦之助などのスタアによる時代劇
ブームなど映画の黄金時代を始め、その後のＴＶの台頭によ
る映画の斜陽化とＴＶ番組やビデオ制作、不動産事業、貿易
会社、ゴルフ場経営など事業の多角化に至るお話を頂いた。
また、石川氏自身が主導した“エジプト文明展”を始めとす
る国際文化事業や、イベントはまさに、波瀾万丈の石川氏の
人生と同調するような、まさにドラマのようなエキサイティ
ングなものであった。
　今回のフォーラムには、佐渡市より、甲斐副市長が参加さ
れ、人口減対策はもちろん、将来に対する投資ということで
新潟大学、東京農業大学との連携、学部の佐渡への誘致のお
話や、世界遺産登録、ジオパークの申請に向けての活動な
ど、市の取り組みをご紹介いただいた。また、観光商工課の
丹下課長補佐から「佐渡観光の現状等について」ということ
で、さまざまな活動の紹介を受けた。質疑応答も活発で、素
晴らしいフォーラムとなったことをご報告したい。

（文責：佐渡市東京事務所　小路　徹）
今回は、夜だけのイベントです。両日、午後８時か
ら午後９時の予定で、佐渡の郷土芸などを披露しま
す。露店の出店もあります。
（雨天時＝あいかわ開発総合センター）

☆桜並木のライトアップ　４月16日～24日
　　時間　午後7時～午後9時30分
　　場所　佐渡金山第三駐車場周辺　
　　16日（土）午後７時に点灯式を行います。
　ぜひ、皆さまお誘いの上、おこしください。

お問い合わせ
　おけさ華の乱実行委員会　☎74－2220

お
け
さ
華
の
乱

期
日　
４
月
16
日（
土
）、17
日（
日
）

会
場　

佐
渡
金
山
第
三
駐
車
場（
相
川
地
区
）

（
入
場
無
料
）

講演する石川芳彰氏 聴衆で埋まる会場

佐
渡
市
長
　
髙
野
宏
一
郎

（題字 髙野宏一郎）

首都圏情報コーナー

No.
53
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＊　戸　籍　の　窓　＊ 2.15～3.14届出

地  区  名 大  字  名

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

氏　　　　名 保護者 たんじょう日

地  区  名 大  字  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命  日

2.7
2.16
2.17
2.26
2.27
3.3
3.3
3.6
1.24
2.10
2.17
2.20
2.3
2.8

仁
敦
良介
秀昭
俊文
武治
大基
泰弘
和雅
栄一
繁
竜好
洋介
直秀

両　津
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
相　川
　〃
　〃
　〃
佐和田
　〃

梅津
住吉
住吉
浦川
春日
片野尾
両津湊
原黒
二見
五十浦
姫津
北片辺
八幡
石田

（ゆうな）
（ののか）
（ようすけ）
（れんか）
（ゆいと）
（きらり）
（さわ）
（ひろと）
（さな）
（みさき）
（こう）
（りゅうたろう）
（わたる）
（りせ）

福　嶋　結　奈
木　村　野々花
山　本　耀　介
佐　竹　恋　歌
廣　瀬　結　人
吉　田　　　煌
栗　山　紗　羽
鈴　木　洸　翔
坂　本　咲　奈
濱　田　実早紀
　　林　　　恒
町　内　竜太朗
馬　道　渉　瑠
本　間　凛　星

2.15
2.15
2.15
2.19
2.20
2.22
2.23
2.24
2.27
3.1
3.3
3.3
3.4
3.5
3.6
3.7
3.8
3.8
3.9
3.10
3.10
3.10
3.12
3.13
3.13
3.13
2.14
2.19
2.21
2.24
2.28
2.28
3.2
3.5
3.7
3.10
3.12
3.13
1.21
2.22
2.23
2.25
2.28
3.2

84
93
95
95
87
89
76
83
81
87
79
93
86
86
74
73
95
84
86
82
75
83
75
80
86
88
94
80
81
80
68
91
84
83
48
96
78
65
56
86
69
83
77
83

両　津
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
相　川
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
佐和田
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃

白瀬
真木
白瀬
下久知
両津夷
鷲崎
下横山
鷲崎
梅津
久知河内
岩首
蚫
黒姫
羽吉
梅津
両津大川
城腰
豊岡
和木
長江
鷲崎
両尾
加茂歌代
野浦
岩首
上横山
北片辺
関
下相川
相川大浦
相川大浦
石花
小川
石名
達者
北片辺
後尾
相川下戸村
河原田本町
真光寺
八幡
河原田本町
八幡
沢根篭町

辻　　　三　吉
牧　野　チ　カ
髙　野　正　巳
伊　賀　キ　ミ
岩　崎　ミ　ヱ
松　永　マツノ
牧　野　秀　夫
澁　谷　トシ子
本　間　　　茂
菊　池　三　郎
本　間　仁　作
濱　本　芳　男
後　藤　イ　ネ
伊豆野　文　二
梅　澤　嘉
中　山　賢　治
富　樫　辰　次
石　塚　　　幸
石　塚　利　盛
伊　藤　英　二
山　口　イクヱ
福　島　ス　エ
渡　部　　　久
山　形　泰　子
佐　藤　ヨシヱ
磯　西　ヤ　エ
生　浦　タ　ツ
横　尾　庄　司
山　本　絹　代
中　村　　　進
山　田　衡　二
永　野　タ　ネ
小　杉　美知子
山　口　敏　彌
濱　辺　則　文
村　田　甚太郎
渡　辺　裕　司
金　井　嘉　則
北　見　善一郎
仲　嶋　市　榮
計　良　秀　明
浅　野　ハツ子
哥　　　シヅヱ
土　屋　　　菫

3.4
3.4
3.8
3.9
3.10
3.12
2.15
2.15
2.27
3.3
3.6
3.9
2.17
2.24
2.25
3.3
3.6
3.8
3.10
2.14
2.21
2.22
2.28
3.5
3.9
2.15
2.22
3.3
2.15
2.19
3.3
3.4
3.10
2.19
2.20
2.20
2.21
2.23
3.2
3.5
3.5
2.15
2.28
3.4
3.4

83
96
85
82
86
86
83
49
79
85
94
85
89
87
78
90
81
91
88
101
79
71
80
81
97
39
89
89
42
88
88
74
82
102
77
76
93
93
88
75
78
92
99
92
90

佐和田
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
金　井
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
新　穂
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
畑　野
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
真　野
　〃
　〃
小　木
　〃
　〃
　〃
　〃
羽　茂
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
赤　泊
　〃
　〃
　〃

窪田
沢根五十里
石田
河原田本町
中原
窪田
泉
三瀬川
中興
中興
貝塚
中興
新穂潟上
新穂田野沢
新穂
新穂潟上
新穂北方
新穂井内
下新穂
丸山
宮川
畑野
栗野江
松ヶ崎
畉田
長石
名古屋
四日町
江積
小木町
小木町
小木町
小比叡
羽茂本郷
羽茂本郷
羽茂大石
羽茂村山
羽茂大石
羽茂小泊
羽茂本郷
羽茂大石
下川茂
莚場
赤泊
下川茂

松　本　祐二郎
名　畑　ハツエ
近　藤　博　治
松　本　守　司
松　村　俊　子
本　間　ヨ　シ
北　條　タ　ズ
土　屋　政　春
本　間　　　勇
堀　　　ミサヲ
天　池　佐　市
井　所　通　義
奥　田　正　夫
奥　野　ヤ　ヱ
大　地　玲　子
速　見　勇　夫
増　田　三　雄
安　部　光　雄
志　賀　　　彰
榎　　　俊　夫
小　田　三　重
本　間　俊　一
土　屋　新　
木　嶋　サチ子
河　原　輝　一
臼　木　郁　雄
本　間　八一郎
三　浦　トシノ
本　間　弘　
村　川　三四三
佐久間　シヅヱ
村　川　カヅエ
佐々木　謹　吾
舘　巖　ス　テ
本　間　三　代
仲　間　好　夫
金　子　ヤ　ヱ
髙　津　チ　ヨ
岡　﨑　フ　ミ
鈴　木　貫　治
川　内　申　春
山　中　キ　ミ
石　塚　フ　デ
中　川　ユ　リ
水　澤　春　美

2.13
2.15
3.3
3.7
2.5
2.14
2.18
2.26
2.27
2.2
2.12
2.17
2.18
2.3
2.24

敏成
信司
政仁
拓未
圭祐
勝広
博之
和律
淳史
義久
光浩
直也
雄三
祥幸
正樹

佐和田
　〃
　〃
　〃
金　井
　〃
　〃
　〃
畑　野
真　野
　〃
　〃
羽　茂
赤　泊
　〃

沢根五十里
東大通
中原
中原
千種
泉
千種
大和
宮川
竹田
豊田
大須
羽茂本郷
真浦
徳和

（あいむ）
（りく）
（さき）
（あつし）
（そうすけ）
（ゆずき）
（るい）
（じん）
（かいと）
（ありす）
（おと）
（りく）
（せいた）
（えいと）
（ひめの）

渡　邊　愛　夢
金　子　璃　玖
中　嶋　咲　貴
堀　川　篤　志
内　田　壮　祐
長　石　柚　希
笹　木　琉　唯
髙　野　　　仁
長　嶋　海　和
志　和　愛梨鈴
仲宗根　和　音
後　藤　莉　玖
風　間　誠　太
本　間　瑛　翔
金　子　姫　乃

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）

1/25
届出

1/22
届出

 おわびと訂正

市報さど３月号の「戸籍の窓」に誤りがありました。正しくは次のとおりです。おわびして訂正します。
【うぶごえ】　小木町　度會 美弥（わたらい みや）さん　 おたんじょう日：平成23年2月3日　保護者：度會健さん　
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日本で進化し
続ける

奇跡の音楽祭

■発行・編集　佐渡市役所 総務課広報広聴係 〒952-1292 佐渡市千種232番地　■発行日　平成23年4月10日
　TEL0259（63）3111・FAX0259（63）3300　　ホームページアドレス http://www.city.sado.ni igata.jp

市の面積　855.31㎢（平成22年10月1日）　市の海岸線279.6km（平成20年3月31日）

市
の
魚
　
ブ
リ

市
の
鳥
　
ト
キ

市
の
木
　
ア
テ
ビ

市
の
花
　
カ
ン
ゾ
ウ

これまでに大劇場の最年少座長記録を次々にぬりかえてきた、「百年に一人の天才女形」
と言われる【早乙女太一】の佐渡公演が決定！　2011年、十代最後を飾るにふさわしい全
国ツアーの演目は、第１部、大衆演劇十八番の「天保水滸伝・三浦屋孫次郎」と第2部、
圧倒的な存在感で魅せる妖艶・華麗な舞の「絵島」。2つの異なる演題【玲瓏】早乙女太
一公演の幕開けです。ぜひご期待ください。

☆チケットのお求めは　アミューズメント佐渡・丸屋書店（両津）・曽我商店（相川）･ヤマゴ（金井）・
　本間書店（畑野）・池田屋商店（真野）・ホンマ衣料品店（新穂）・玉箋堂（羽茂）で好評発売中！
お問い合わせ　アミューズメント佐渡　☎52-2001

毎月第1・3金曜 午後5時から CNS情報番組「さどチャン」内で 放送中！
「助けてドクター！」
育児に関するお悩みを解決します！お気軽に投稿くださいね☆
投稿方法　メール、FAX、ハガキに、お名前と相談内容を
書いてお送りください。(お名前はペンネームでもかまいません)
※メール　help@city.sado.niigata.jp　※FAX  51-2040
※ハガキ　〒952-0318佐渡市真野新町489番地 
　　　　　CNSテレビ「助けてドクター!」係　まで
お問い合わせ　CNSテレビ　☎51-2030
☆今月から岡崎・岩谷先生に加えて、佐渡総合病院小児科の大塚岳人先生が新し
　くメンバーとなりました！３人の医師が病気や育児のお悩みを解決します。

アドレス psc1.sado@fofa.jpに空メールを
送ると、仮受付メールが返信されますので、
案内にしたがって本登録してください。

佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）
　防災・防犯
　通行止め
　観光イベント情報

お問い合わせ  市役所地域振興課
　（情報政策係）☎63-5139

早乙女太一

昼の部／午後2時開演　（午後1時30分開場）
夜の部／午後6時30分開演（午後6時開場）

日　時 6月11日（土）
アミューズメント佐渡 大ホール会　場

入場料 ＳＳ席【指定席】6,000円／Ｓ席【指定席】5,500円／Ａ席【自由席】4,500円

「熱狂の日」音楽祭
プレ公演

　　　　　　　　　　　　　……1995年にフランスの港町ナントにて誕生したラ・フォル・ジュルネ（ＬＦＪ）は、今までのクラシック音楽の
常識を覆した、まったく新しい音楽祭です。今年のテーマは　－ ウィーンのベートーベン －。　新潟市のりゅーとぴあを中心に世界中から一流
のアーティストが集い、誰もが音楽を心から楽しめるコンサートが、８日間にわたり繰り広げられます。その音楽祭のプレ公演を今年は佐渡で
も開催します。“音楽の豊かさを発見する冒険の旅”に出かけてみませんか？

ラ・フォル・ジュルネって？

☆チケットのお求めは　アミューズメント佐渡・丸屋書店（両津）・曽我商
店（相川）･ヤマゴ（金井）・本間書店（畑野）・池田屋商店（真野）・ホン
マ衣料品店（新穂）・玉箋堂（羽茂）で好評発売中！

日　時
午後2時開演５月４日（祝・水）（午後１時30分開場）

全席自由
アミューズメント佐渡 小ホール

１部　ＬＦＪ新潟弦楽三重奏（奥村愛、山田那央、奥村景）
２部　海外招待アーティスト（予定）

プログラム

会　場

入場料

お問い合わせ　アミューズメント佐渡　☎52-2001

※当日300円増し、４歳以上有料

佐渡特別公演さおとめ たいち

？

一　般 2,500円
小学生 2,000円
※未就学児は入場できません
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